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○決算サマリー（対前年）

・2019年度第1四半期の実績は、前年同期比で増収増益

・受注高 前年同期比＋2.1％の1,042億円 制御事業が堅調

・売上高 前年同期比+1.5％の903億円 海外を中心に制御事業が堅
調

・営業利益 前年同期比＋37.5％の66億円 増収および粗利率の改善
により増益

・四半期純利益は、ソフトエラー対策強化引当金繰入額 約30億円を特
別損失として計上したことにより、前年同期比▲13億円の21億円
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○営業利益分析（対前年同期比）

・営業利益、66億円 前年同期比＋18億円の増益

・主な要因は、 ①為替影響除く増収および粗利率改善で、＋30億円

②販管費は受注が先行し費用が増加しているなかで、

為替を除いて実質前年同期比▲14億円の減益要因

③子会社株式譲渡の影響で、＋1億円

④為替の影響として、＋１億円



○セグメント別の受注・売上・営業利益実績

・制御事業は、堅調に推移

・受注は、主に日本・中東が堅調。前年同期比+45億円、為替の影響を
除くと+70億円

・売上は、円高のなかで増収を確保し、前年同期比+22億円、為替の影
響を除くと＋42億円

・営業利益は、増収に加え粗利率改善により、前年同期比+16億円

・計測事業は、受注は前年同期比+7億円、売上は同+6億円と堅調に
推移。営業利益は、ライフイノベーション事業において先行投資費用を執行
していることにより、同▲3億円の減益

・航機その他事業は、子会社譲渡の影響により、受注は前年同期比▲30
億円、売上は同▲14億円と減少。営業利益は、開発工数がかさんでいた
ジョブに関わる費用等が減少したことにより、同＋5億円と赤字幅が減少
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○制御地域別 受注高・売上高

・受注高は、日本・中東が大幅増加。アジア・欧州・CISは前年大口の反
動もあり減少

・売上高は、インド・中東で伸長
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○制御業種別 受注高

・Downstreamが大幅増加しており、前年同期比＋70億円

・化学も堅調を維持

※短期間ではプロジェクトの入り方による影響が出やすい。長いスパンで確
認いただきたい。
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＜現状認識＞

・全体感として、景気減速が懸念されるなかで、生産性向上・環境対応関連の
需要が堅調

・また、社会課題解決に向けたクリーンなエネルギーへのシフトは加速しており、
CAPEXで一部投資の動き

・米中貿易摩擦や急激な円高懸念、地政学リスク等、外部環境は不透明感が
増している。現時点で、当社業績に具体的な影響が出ているわけではないが、
注視していく。

・（地域）我々の得意な中東・日本で受注が増加、売上も中東・インドで増加

・引き続き中東・アフリカ地域には注目

・足元北米も市場は堅調であり、中南米も改善の兆し

・（業種）ペトロケミカルを含むダウンストリームは活況。また、引き続き化学の需
要は底堅く、裾野が拡大している印象。加えて、OtoC（クルードオイルからケミカ
ルへ）で投資の動きあり。また、LNGを含む天然ガスへの投資に引き続き期待
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〇FY19業績予想(変更なし)

・米中貿易摩擦や急激な円高懸念等、当社を取り巻く環境は不透明感が
一層高まるものの、この３か月間で大きな変化はなく、現段階で業績予想
は修正せず
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〇営業利益増減要因(変更なし)

・変更なし



〇セグメント別 受注・売上・営業利益（変更なし）

・変更なし
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○制御地域別 受注高、売上高予想(変更なし)

・地域によっては為替の変動が業績に影響する可能性もあるが、現時点で
は変更なし
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